





























【実験】CsPbBr3 PQD とCsPbI3 PQD の合成はオクタデセンを溶媒とし，炭酸セシウムとオ
レイン酸を溶解させたセシウムオレエート溶液と，PbBr2 または PbI2 を溶解させた溶液を
作製し，高温条件下で溶液を混合することによって行った 1)。ハロゲン置換反応は合成し
たCsPbBr3 PQD に PbI2のオクタデセン溶液を加えることにより行った 3, 4)。単一 PQD レベ
ルでのハロゲン置換反応の観測は，CsPbBr3 PQD をガラス基板上に固定する必要があるた
め，CsPbBr3 PQD を 0.5 W%のポリメチルメタクリレート(PMMA)のトルエン溶液に分散さ
せ，ガラス基板上にスピンコートすることにより，膜厚 30 nm の PMMA マトリックス中
に CsPbBr3 PQD を保持させた測定試料を作製した。そして，ピコ秒パルスレーザ (ー波長
405 nm)を組み込んだ共焦点顕微鏡に測定試料をセットし，PbI2溶液を測定試料の上から滴
下することでハロゲン置換を行い，単一 PQD レベルで発光挙動の経時変化を測定した。 
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図 2 ハロゲン置換反応における単一 PQD の発光挙動。(a-g) 発光強
度の時間変化，(h-n) 光子相関ヒストグラム，(o) 発光減衰曲線，(p) 発
光スペクトル。(a, h) PbI2溶液滴下前，(b, i) 滴下から330秒後，(c, j) 560
秒後，(d, k) 700 秒後，(e, l) 930 秒後，(f, m) 1070 秒後，(g, n) 3570 秒
後。(o, p) 時間経過とともに矢印の向きに変化した。 
